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本書は、現代中国政治の研究を牽引してきた著者が、
中華人民共和国の政治、社会変動を歴史的に跡付けた著作です。
とくに建国の父であり且つ文化大革命の混乱を招いた独裁者としての毛沢東、
改革開放による近代化を推し進めた調整者としての鄧小平という二人の対照的な
指導者に焦点を当て、中国が紆余曲折しながら近代化するプロセスを紹介しています。
また、権力集中と権威化を推し進め、世界に挑戦する習近平の時代についても
考察がおよび、ポスト毛沢東・鄧小平時代の行方にも示唆を与えてくれます。
現在、日本を取り巻く国際環境をみると、肯定的にも否定的にも中国の存在感は
ますます大きなものになっています。そんな中国と向き合う際、
本書は、変化し続ける現実を相対化し、冷静な洞察力を涵養する歴史の知識を
提供してくれます。なお、本書は、講談社100周年記念出版『中国の歴史』
(2004～05年、全12巻）の一巻として刊行されました。
中国の歴史に興味を持った人がいたら、
是非、他の巻にも手を伸ばしてみてください。
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